
文芸・ジャーナリズム論系
科目登録ガイダンス



みなさん、ご進級おめでとうございます！!

文芸・ジャーナリズム論系では、文学や文化現象について、国や言語や時代に縛られずに領域横
断的に学びます。翻訳も積極的に用いて、古今東西の文学作品に親しみ、小説、詩歌、戯曲、批
評・評論、エッセイなどさまざまな文芸ジャンルについての知見を深めていきます。

一人ひとりが作品とよりよい関係を結ぶことができるよう、世界文学研究やジェンダー・セクシュア
リティ研究を初めとするさまざまな方法論を学ぶ授業も用意されています。そうした学術的な知見を
しっかり習得することを前提に、実際に創作や翻訳に挑戦できる演習が用意されているところも、本
論系の特徴のひとつと言えます。

作品は変化しなくとも、それを受容する社会とそこに生きる人間のありようは変化します。ひとつの
作品の評価が、時代によって——新しい時代が可能にした視点によって——大きく変わることがありま
す。そのようにして明らかになる作品の可能性や見過ごされてきた問題点などを学ぶことを通じて、
私たちの世界理解、他者認識・自己認識はより豊かなものになっていくと信じます。文学作品や文化
的事象について学術的かつ創造的にアプローチすることを通して、世界の諸地域と人間存在の多
様性についての理解を深めることを重視しています。本論系での学びが、学生のみなさんにとって、
文化、言語、セクシュアリティ、ディスアビリティなどの差異を尊重し、他者への深い関心と共感を涵
養することの一助になることを願います。



科目登録について

・科目登録は「2023年度科目登録の手引き」を熟読し、手引きに従って
期日までに登録を行ってください。
www.waseda.jp/flas/cms/students/registration-2/

・履修について何かわからないことがあれば、文学学術院事務所
（www.waseda.jp/flas/hss/contact/）にお問い合わせください。

科目登録の手引き☞ お問い合わせ☞



カリキュラムの流れ

｢1・3制｣(『科目登録の手引き』参照のこと)



文ジャ2年生

演習科目の一例 講義科目の一例

ジェンダーの視点からみた世界文学
小説表現
思想と文学
同時代文学論
横断文学論
翻訳表現
比較翻訳論
短詩型表現
ノンフィクション表現
ジャーナリズム論
２１世紀と文学の古典
メディアと文芸

現代小説表現1～6
文学とジェンダー
世界文学論
短詩型文学論
翻訳文化論
非文字媒体論
暴力と文学
音楽文化論
児童文学
日本近代文学とマスメディア
文芸批評理論

・・・などなど

2年次からは、1年次にも履修できた講義科目に加えて、新たに文ジャの専門演習が履修できるように
なります。また、他論系の演習科目も履修できるようになるので、さまざまな演習科目・講義科目を
組み合わせながら、3年次以降に履修する「ゼミ」や4年次以降に履修する「卒業研究」（次ページ参
照）に向けて、自身の研究テーマや関心領域の基礎固めを行います。



【ゼミ】

所属する論系内に各々に設定された専門分野に
ついて、グループ研究・グループ発表などを行いな
がら、研究テーマに沿った調査、合宿、研究報告書
作成などを通じて、各自の課題関心をゼミ生が相互
に刺激し合う中で深く掘り下げ、専門性を深めながら
も、創造的に論じていくための科目です。 2年次秋学
期に、論系ゼミに所属することを選択申請したうえで、
3年次から4年次にかけて2年連続（4セメスター）を履
修します。さらには、4年間の学修の成果として、専
門演習や論系ゼミなどで深めた専門的な学修の成
果として4年生にはゼミ論の作成・提出が義務づけら
れます。

【卒業研究】

論系ゼミで設定されている学術分野や研究テーマに
とらわれることなく、あらゆる空間的・時間的な文化学
のなかから、新しい時代にふさわしい文化をダイナミッ
クに構想していく視点を持って、個別に研究テーマを設
定し、専門演習などで深めた専門的な学修の成果とし
て4年次に作成・提出する論文・作品です。 2年次秋学
期に、卒業研究を選択することを申請したうえで、4年
次に指導教員との綿密な個別指導を通じて1年間（2セ
メスター）をかけて作成・提出します。（指導教員は論
系以外の文学部・文化構想学部の専任教員からも選
択できます。ただし、担当学生数などにより希望通りに
ならないこともあります。）

文ジャ3・4年生
（3年次から「ゼミ」か「卒業研究」を選択します）

文ジャ3年次からは、2年次までの講義科目・演習科目に加え、「ゼミ」か「卒業研究」を選択し、履修します。「ゼ
ミ」や「卒業研究」の詳細については以下の通りですが、2年次の段階から将来的に指導を受けてみたい先生や
気になる先生の授業を履修してみてください。



文芸・ジャーナリズム論系
教員紹介



文芸・ジャーナリズム論系教員紹介①

小野正嗣先生

専門分野：現代フランス文学、翻訳論

市川真人先生

専門分野：現代文学批評・メディア論

岩川ありさ先生

専門分野：現代日本文学、文芸批評、
フェミニズム、クィア批評

岡真理先生

専門分野：現代アラブ文学、パレスチナ問題

菊池有希先生
専門分野：比較文学・比較詩学

（日本近代文学を中心として）

マヌエル・アスアヘアラモ先生
専門分野：ラテンアメリカ文学、世界文学論

北村陽子先生
専門分野：フランス近代美術批評、風刺画



文芸・ジャーナリズム論系教員紹介②

松永美穂先生
専門分野：ドイツ語圏の現代文学、翻訳論

十重田裕一先生
専門分野：モダニズム文学、

日本近代文学と映画

重松清先生
専門分野：創作

堀江敏幸先生
専門分野：創作論、読書論、

現代フランス文学

詳しくゼミ等について知りたい方は、こちらの
資料もご参照ください☞(URLとQRコードは同一内容です)

waseda.box.com/s/8pqanpyfsnx79mnq3melqp29gv3t5dbp

草野慶子先生
専門分野：ロシア文学、比較文学

小沼純一先生
専門分野：⾳楽を中心とする芸術／文化



論系室のご紹介

33号館704号室の文芸ジャーナリズム論系
室は、月曜から金曜の12〜16時の間、開室
しています。授業で使う資料の印刷、書籍・
文芸誌・専任教員の著書の閲覧、自習など、
さまざまな目的に使えます。

「もっと文ジャの雰囲気が知りたい！」「履修
について相談したい！」という方は、お暇な
時に論系室にお立ち寄りください。助手がご
相談に丁寧にお答えします。



論系お問い合わせ先

お電話：03-5286-3560（内線：72-3238）

メール：bungeijournalism3238@gmail.com

ブログ： https://bungeijournalism.hatenablog.com/

Twitter： https://twitter.com/bun_ja

※ 詳しいご相談はメールにて承っております。
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